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<<Les Parapluies de Cherbourg>>, which was produced in 
1963 and released in 1964, is a unique music film in which 
the plot is developed over the tragic love of the young couple 
who are to be separated by the Algerian War and the 
dialogue is all sung as recitative. Compared to the high 
evaluation of the music composed by Michel Legrand and 
the lasting popularity of the music so far, the development 
of the history, that is, the problem of who each of the couple 
chose as a new partner, has been often criticized. In this 
text, I would like to find some hidden meanings behind the 
development of the story in terms of ‘the loss of something 
precious’ and ‘the living of a new life’. The film, <<Les 
Parapluies de Cherbourg>>, may appear to be a 
sentimental love story, but it is the very story where a 
soldier and his family get over various kinds of trouble and 
difficulty and begin to live a hopeful life. 
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神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 2 」 （ 論 文 ） 
Ⅰ．音楽か物語か―評価の隔差  




































物語が始まり、第二部は「不在」（1958 年 1 月）と、第
三部は「帰還」（1959 年 3 月）と題されて物語が展開し、
同じ第三部エピローグ部分で、ここには表題がないものの、
1963 年 12 月と前シーンから 4 年後の日付が示されてい
























  ジャック・ドゥミーの映画づくりそのものが、す  
 べて用意周到に準備されていて、とても他人が口を  






















時間  場所  物語  
1957 年  
11 月某
日  
























































































































































時間  場所  物語  


































2 月  
 
 
3 月  
 
 
















































時間  場所  物語  
1959 年














































































































































 第三部は 1959 年 3 月から 6 月にかけての物語が中心に






























































































































神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 2 」 （ 論 文 ） 
「喪失」を認識させる装置だったと考えうる。 




































































































ていた。あのとき（1957 年頃）のエリーズを 65 歳から
















 エリーズ：ほんとうのことを言って。  
 ギー  ：うん、彼女を愛してる。でも、どうした  
の？ 泣いてるの？  
 エリーズ：泣いてないよ。  
 ギー  ：泣いてるさ、わかるよ。ひとりぼっちに  
なるから泣くの？  





































































































































































  ぼくには大した野心はない。でも夢をかなえられ  
たら。ひとりの女性と幸福になり、一緒に決めてゆ  
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